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知識・知恵の蓄積と発信
～水害避難のための私たちのチェックポイント！～

� 水害時の心得を簡潔にわかりやすく提供

福井県美浜町ホームページより
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知識・知恵の蓄積と発信
～水害避難のための私たちのチェックポイント！～

歩ける深さのめやすは、膝くらいまでです。水深
さが腰まであればるときは無理に歩かず、高い
場所で救助を待ちましょう。

裸足やゴムぞうりはケガしやすく、長靴は中に
水が入ると重くて歩きにくく脱げやすくなりま
す。ひもでしめられる運動靴をはきましょう。

たとえ膝までの水深でも、歩くときは危険が
伴います。はぐれないようにロープでお互い
の体をつなぎ、避難しましょう。

長い棒などを杖がわりにして水の中を探り、
段差や側溝に足を取られないよう、安全を
確認しながら歩きましょう。

猪名川河川事務所ホームページより抜粋
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知識・知恵の蓄積と発信
～家庭でできる簡易水防工法～

出典：徳島県河川国道事務所・那賀河川事務所

� 水害時の行動をシンプルにわかりやすく提供
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3. つなぎ（世代間･主体間）、
ひろげる（老若男女）取り組み



33

■過去の災害時に、どんなことが地域に起こったのか？
■先祖から地域に伝わる『言い伝え』などをマップ上に記入

出典：防災講演会（群馬大学大学院片田教授）資料の転載

つなぎ、ひろげる取り組み
～住民自らによる地域に伝わる言い伝えの集約作業（群馬県水上町）～
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■住民協働によるハザードマップ作り
浸水想定区域図を基に、住民自ら避難経路
等を選定し、洪水ハザードマップ作りに参画

つなぎ、ひろげる取り組み
～住民主体の洪水ハザードマップづくり、避難訓練（草津市）～

■ハザードマップ配布に合わせた洪水避難訓練
マップの配布５月１日、訓練実施５月２７日
①行政内情報伝達演習
②洪水避難訓練
③洪水に対する体験と学習
④水防訓練

出典：草津市ＨＰ
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つなぎ、ひろげる取り組み
～水害図上訓練「R-DIG」（静岡県磐田市）～

� 県河川部局（袋井土木事務所）・防災部局（西部地域防災局）・市（磐田
市）が、洪水ハザードマップを普及させる方法として共同開発

� 災害図上訓練 DIG（Disaster Imagination Game）：
� 大きな地図を囲みながら参加者全員で災害時の対応策などを考える。
� 河川の位置や避難所の位置等を参加者同士で話し合いながら地図に書き込
むことで、地域の災害リスクや災害時にとるべき行動に対する理解を深める。

行政職員によるＲ－ＤＩＧ

消防職員によるＲ－ＤＩＧ
子供たちによるＲ－ＤＩＧ

出典･資料提供：静岡県袋井土木事務所

県内でも12月に実施（石部町西区）
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つなぎ、ひろげる取り組み
～子どもを介したリスクコミュニケーション（岩手県釜石市）～

� 防災講演会等の行政が開く啓発イベントでは、子どもを持つような若い世代の参
加は極めて少ない。

� 子どもとその親を対象としたアンケート調査
子どもが学校で回答したアンケートを親がチェック

� 学校での防災マップづくり
� 親と一緒に通学路の点検

� 津波１１０番の家
通学・帰宅途中で助けを求める
「津波110番の家」を親子で決め了
承を得る。

出典：防災講演会（群馬大学大学院片田教授）資料を編集・転載

Ｑ．家に一人で居る時に､大きな地震が発生
しました。あなたならどうしますか？

Ａ．お母さんに電話する。

！

Ｑ．お子さんの回答をご覧になって、お子さんが津波に遭遇
したとき、無事に避難することができると思いましたか？

Ａ．・・・・・・どちらともいえない

津波は
無関心

子どもの
ことは心配

そこで、子どもを介したリスク・コミュニケーション！
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つなぎ、ひろげる取り組み
～三世代交流型調査（高島市他）～

� 次世代への水害体験の伝承を目的とし、水害体験者への体験談インタビュー
及びワークショップ開催を実施。同時に掘り起こした体験談や当時の水害写
真のとりまとめを実施している。

� 滋賀県内では、高島市（安曇川、知内川、百瀬川）、甲賀市（大戸川）、大津
市（千丈川）、長浜市（高時川）、守山市（野洲川）、野洲市（日野川）で実施

ハザードマップづくり

水害体験者の話 水害写真

出典：淀川河川事務所
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『野洲川の豊かな自然を未来へ』
� 郷土史学習用教材「わたしたちの守山」の副読本
として作成。（環境学習が主の読本）

� 国土交通省琵琶湖河川事務所が、守山市教育研
究所のアドバイスを受けながら編纂。平成１９年
度に市内の一部の小学校に配布。

� 水害との戦いの歴史や野洲川改修事業の学習と
合わせて、野洲川改修後にあっても超過洪水へ
の備えの重要性について学習。

� 読本の中の挿絵

つなぎ、ひろげる取り組み
～副読本を活用した学校での防災教育（守山市）～

【昔のすがた】 【今のすがた】

（南流・北流）また、まちや田んぼを水びたしにして

やる！

また、あふれそう。

堤 防
ていぼう

があぶない！

みんなに声をか

けてすぐにひな

んしよう！

こう水なんてもうないよ。

にげなくても平気だよ！

（放水路）もうあふれてしまうよ。

みんな早くにげて！

4
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つなぎ、ひろげる取り組み
～地域と連携した学校での防災教育（横浜市立新羽中学校）～

� 学年ごとにテーマを決めて、防災活動に参加

� 地域の人たちと交流することにより命を守る助け合いの絆を強くする。

←救命救急実習／３年生

→地域の人たちとの

合同訓練／２年生

↑危険な場所をチェック。

防災マップ作り／１年生

福祉よこはまホームページより

40

つなぎ、ひろげる取り組み
～こども防災キャンプ（高知県）～

� 子ども達が家族や地域とともに災害についての知識を学習し、いざという
場合の対応方法を実習することで、子ども達が自ら自分の安全を守る力
を身につけること」を目的に、小学校での防災教育学習として「こども防
災キャンプ」を開催

今まで行われた学習項目

高知県ホームページより


